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(－) 実績 ― ― 実施
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 施策を構成する行政計画事業の進捗

検
証
結
果

Ｂ

（施策及び施策の指標の実績、構成する行政計画事業の進捗・成果・課題等を踏まえ、
　長期総合計画一部修正（ポストコロナ）を見据えて取り組みを検証）

＜施策の概要＞
　能力と実績による人事考課制度の実施や職層研修の充実により、人材の活用と育成を推進している。また、ワー
ク・ライフ・バランスの推進については、管理職研修の実施や、男性の育児休業等の取得に向けた啓発及び休暇制度
の充実を行っている。さらに、業務の改善については、RPAの導入等を進めることで、効率的・効果的な働き方を促進
している。

＜施策の指標＞
・係長級以上の職員に占める女性の割合（✕）
・常勤職員などの年次有給休暇の年平均取得日数（✕）
　係長級以上の職員に占める女性の割合については、策定時より徐々に上昇しているものの、改善には至っていな
い。
　年次有給休暇の年平均取得日数については、令和元年度はやや増加したが、2年度は新型コロナウイルス感染症への
対応により各課の業務量が増えたこともあり、取得日数が減少した。女性を含め多様な人材が各自の意欲と能力を最
大限発揮できるよう、引き続き勤務環境の整備や人材育成に取り組み、指標の達成を目指していく。

＜今後の方向性＞
・今後も、女性を含めた多様な人材が各自の意欲と能力を最大限発揮できる環境を目指し、ワーク・ライフ・バラン
スの実現や昇任意欲の醸成に向けた取り組みを進めていく。
・感染拡大防止のための出勤抑制による在宅勤務など、非常時における行政機能の維持及び業務継続性の確保を目指
し、テレワークの導入を一層進めていく。また、ICTの積極的な活用による職員の負担軽減等を推進し、職員の柔軟な
働き方を進めるほか、行政課題の高度化に対応するための人材育成手法の研究や、全庁的な業務調査を実施し、業務
手順の見直しや見える化を図る。

　Ａ　順調である

　Ｂ　概ね順調である

　Ｃ　順調でない

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。
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指標名
策定時

(2018年度末)
R元(2019)
年度末

R２(2020)
年度末

目標
出典

2023年度末

所管課調べ

常勤職員などの年次有給休暇の
年平均取得日数

13.3日
（2018年）

14.1日
（2019年）

13.6日
（2020年）

17日以上 18日以上 所管課調べ

令和元～２年度 長期総合計画　検証シート

施策№
施策名

施策62　いきいきと働ける環境づくり
主
管

総務部

人事課

② ワーク・ライフ・バランスの推進

施
策
の
概
要

基本目標 多様な主体と連携した区政運営の推進

１０年後の
目指す姿

●仕事と家庭の調和が保たれ、多様な人材が各自の意欲と能力を発揮できる、活力ある職場が実現されて
います。

主な取り組み

① 人材の活用と育成の推進 ③ 業務の改善

2028年度末

係長級以上の職員に占める女性
の割合

28.4％
（2018年4月）

ペーパーレスによる業
務効率化＜再掲＞

3

29.0%
（2019年4月）

28.6%
（2020年4月）

36％以上 40％以上

施
策
の
執
行
状
況
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